
令和7年度　公民館自己評価表

　　　　　評価　＝　A　十分に達成している　　　B　ほぼ達成している　　　C　あまり達成していない　　　D　達成していない

②利用者への対応 ③地域の諸団体との連携 ⑤行政サービスの提供 ①講座の見直し ②事業への住民参画 ③地域の特色を生かした
事業の実施

④家庭教育学級の実施 ⑤地域活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの支
援　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成を含
む）

⑥青少年等を対象とした
事業の実施

⑦地域活動への支援

令和６年度 令和７年度

施設・設備の点検整備を
計画的に実施している
か?

災害時マニュアルを作成
するなど危機管理体制が
整っているか？

職員は利用者からの問い
合わせや苦情等に対して
適切に対応しているか？

地域コミュニティの主体的
な活動の拠点として、自
治会等地域の諸団体との
連携が図れているか？

各室の稼働率を向上させ
るための工夫を行ってい
るか？

公民館利用登録団体以
外の地区住民等の一般
の利用が図れているか？

行政センターのある公民
館については、サービス
を適切に提供している
か？

住民ニーズを把握し、講
座の見直しを行っている
か？

公民館の主催事業等の
企画や運営に公民館利
用者や住民が参画してい
るか？

それぞれの地区の特徴を
生かした事業を積極的に
取り入れているか？

公民館の設置の目的の１
つである家庭教育支援の
ための学習を行っている
か？

地域活動グループ（ボラ
ンティア育成を含む）の養
成のための講座や研修を
実施しているか？

青少年、高齢者、障害
者、乳幼児の保護者等の
参加を促す事業を行って
いるか？

学習の成果を、学校・地
域社会との連携に生かす
ことができるよう支援を
行っているか？

評価 A A A A A A - A A A A B A A

評価の根拠

専門業者へ委託
し、定期的に法定
点検を実施してい
る。定期点検や利
用者からの指摘
等により不具合が
確認されたため、
修繕を行った。

「深谷市地域防災
計画」、「災害対策
初動マニュアル」
のほか、「公民館
消防計画」を作成
し、避難所開設に
係る情報伝達訓
練や年２回の消防
訓練を実施してい
る。

利用者から問い合
わせや苦情につ
いて、迅速かつ丁
寧に対応した。夜
間及び土日もシル
バー人材センター
の職員と連携を図
り、迅速に対応し
ている。

自治会や地区社
協、地区青少年健
全育成会をはじめ
とする地域の諸団
体との協力体制が
整っており、各種
事業の実施の際
は、打ち合わせ会
議等を随時行うな
ど、十分な連携が
図られている。

施設の有効利用
のため、深谷図書
館の学習室が利
用できない時間帯
に空き部屋を学習
室として解放し、
稼働率の向上に
取り組んでいる。

各種教室・講座を
実施することで、
一般利用の促進
を図っている。ま
た、SNSを活用し
た事業の告知・案
内を実施し、広く
広報するよう工夫
している。

-

各講座終了後に
アンケートを実施
し、意見や要望を
参考にしながら講
座の見直しを実施
している。

自治会、体育部
員、教養部員、公
民館登録団体等、
多くの地域住民が
参画し企画・運営
に協力をいただい
ている。

深谷七夕祭りの日
程に合わせて「浴
衣着付け教室」を
開催している。深
谷中学校吹奏楽
部と深谷小学校鼓
笛隊・バトンダンス
クラブを招いて「中
庭コンサート」を実
施している。

家庭教育アドバイ
ザーを講師に招
き、小中学校の保
護者を対象に「家
庭教育学級」を実
施した。

自治会を対象とし
た人権問題研修
会を実施してい
る。また、防犯パト
ロール等、地域住
民と取り組み地域
の団体の活動がし
やすいよう、必要
な支援を行ってい
る。

青少年対象事業と
して「手打ちそば
教室」「お菓子作り
教室」「お仕事フェ
スタ協力事業」「カ
ブト虫配布会」高
齢者対象事業で
は「歌声サロン」
「スマホ教室」を開
催した。

深谷中学校吹奏
楽部や深谷小学
校鼓笛隊・バトン
ダンスクラブ、登
録団体による「中
庭コンサート」や、
日頃の公民館活
動の学習の成果
の発表の場として
「公民館まつり」を
開催した。

今後の課題

施設や設備の老
朽化がかなり進ん
でいる。部分修繕
は実施しているも
のの、駆体や空調
など計画的に修繕
を進めていく必要
がある。

休日や夜間でも同
様の対応が求め
られるため、シル
バー人材センター
職員と災害時の行
動など情報共有を
図っていく必要が
ある。

苦情が発生しない
よう、引き続き迅
速かつ丁寧な対
応に努めていく。

今後も諸団体との
コミュニケーション
を十分図りなが
ら、公民館主導と
ならないよう、円
滑な事業の推進
に取り組んでいく。

利用者のニーズ
の把握に努め、稼
働率の向上につ
なげていく必要が
ある。

引き続き、個人や
地区住民の利用
を促進できるよう
周知などに努めて
いく。

-

今後も住民ニーズ
を反映した講座を
開催できるよう内
容の見直しに努め
自主的な活動に
つながるよう支援
していく。

今後も各種事業に
地域住民が参画し
ていただけるよう、
関係団体等と十分
な連携を図り、魅
力ある事業を実施
する。

今後も地域の伝
統文化を継承し、
特色を活かした事
業を実施していく。

参加者を増やすた
め学校とPTAと連
携を図りながら内
容や、開催時期を
検討していく必要
がある。

他に地域で活動
するグループの把
握に努め、必要な
支援や養成方法
などを検討してい
く必要がある。

障害者及び乳幼
児の保護者を対
象とした事業の実
施については、市
の所管課等と連携
を図りながら、一
体的に事業を推
進する必要があ
る。

公民館利用団体
等の専門知識や
技能などを学校や
地域社会との連携
により一層つなげ
るための仕組みを
構築する必要があ
る。

評価 B A A A B A A A A A A B B A

評価の根拠

施設の法定点検
は、定期的に専門
業者へ委託して実
施している。今年
度は陶芸室のエ
アコン工事を実
施。また、西側の
バスケットゴール
の支柱が腐食に
より倒れる危険性
があったため撤去
した。

深谷市地域防災
計画及び災害対
策初動マニュアル
ができている。ま
た、年に２回消防
訓練を行ってい
る。

公民館の貸出事
務に関しては、公
民館貸出基準に
基づき全職員が
適切に対応してお
り、特に大きな問
題は発生していな
い。また、苦情や
問合せにも迅速な
対応に努めてい
る。

藤沢自治会支会
をはじめとする各
種団体との関係は
良好であり、常に
情報交換を行い
連携を図ってい
る。

多目的室や体育
室の稼働率は極
めて高い。和室、
調理実習室、美術
工芸室は用途が
限られるため、稼
働率が低い状況
である。中学生の
学習支援として、
図書室が満室の
場合は空き部屋を
開放している。

４か月ごとの予約
期間、公民館利用
登録団体が利用
調整した後は、一
般利用者もその期
間予約できるよう
になっている。講
座等でも定員に余
裕がある場合は、
地区外の方でも申
込可能である。

令和６年度末で公
民館での証明書
発行が終了したこ
とについて窓口に
てご案内してい
る。また、市役所
支所の案内やマイ
ナンバーを活用し
たコンビニでの証
明書発行の周知
に努めている。

講座や教室では
参加者アンケート
を実施し、ニーズ
の把握に努めて
いる。これらの
ニーズも踏まえ
て、新規講座を計
画し開催すること
ができた。

公民館主催事業
では、屋外の大会
や講座は概ね実
施できた。公民館
まつりに加え、今
年度は体育祭を６
年ぶりに開催し、
多くの住民に参加
いただくことができ
た。

ガーデニングボラ
ンティアの協力に
より、花が盛んな
藤沢地区の特色
を生かした公民館
の整備を行うこと
ができた。また、
老人会の協力に
より、あさがお展
や菊花展も開催す
ることができた。

就学前の幼児の
保護者及び小・中
学校の保護者を
対象とした家庭教
育学級を計画どお
り行うことができ
た。

ガーデニングボラ
ンティアは公民館
の環境美化に定
期的に活動してい
る。地域活動グ
ループ養成のため
の防犯講習会及
び防犯パトロール
も実施できた。

幼児やその保護
者を対象に図書
館の協力を得て、
お話会を開催して
いる。また、老人
会との共催により
世代間交流事業
を実施した。

夏休みの学習支
援として、絵画教
室や大会議室の
開放を行った。ま
た、地区青少年健
全育成会から図
書の寄附をいただ
き、児童室や図書
室書の充実が図
られた。

今後の課題

現状大規模な修
繕計画はないが、
体育室の舞台装
置が経年劣化で
破損する等、細か
い部分の破損が
複数見受けられた
ため、日々の細か
な点検が求められ
る。

災害に対する職員
間の情報共有及
び共通理解を深
めておく必要があ
る。万一に備え、
避難所の設営・運
営について、訓練
する必要がある。

公民館の貸出に
ついて疑義が生じ
た場合は、財団の
公民館調整担当
及び他の公民館と
連携を図り対応す
る。

今後も各種団体と
情報共有し、連携
を図っていく。今後
は、各自治会の子
ども会などとも連
携を図って行きた
い。

今後も稼働率が
向上するよう各種
講座や事業を企
画し実施する。引
き続き使いやすい
ように備品等につ
いても整理に努め
る。

公民館利用登録
団体、一般団体、
個人、営利団体の
利用調整をスムー
ズに行う。空き時
間であれば、当日
の予約・利用にも
引き続き対応して
いく。また、ネット
での予約から決済
までが可能になっ
たため、積極的に
案内していきた
い。

今後も証明書発
行で来館された方
への市役所支所
のご案内やコンビ
ニでの証明書発
行についての周知
に努める。

今後ともニーズを
把握し、内容や実
施方法の見直しが
必要である。さら
に青少年を対象と
した講座の充実に
努めたい。

今後も住民のかた
が気軽に参加でき
る講座や事業を計
画していきたい。
また、住民みなさ
んのご協力をいた
だきながら体育
祭、公民館まつり
の準備を進めた
い。

学校、児童施設、
福祉施設及び医
療施設など地域
の関係機関との協
働により、更なる
事業への協力を
図っていく。

多くの保護者のか
たに参加してもら
えるよう、参加者
の意見も踏まえ、
社会教育指導員と
も協議を行い、魅
力ある事業を計画
する。

自治会とも連携し
ながら防犯講習会
や防犯パトロール
を展開する。

各種施設や団体と
連携・協議しなが
ら参加の機会や
発表の場の確保
等に努める。ま
た、お話会では参
加人数が減少傾
向にあるため、内
容を工夫する必要
がある、

小・中学校や各種
団体等の地域社
会と連携し、更に
魅力ある事業を実
施していく。公民
館まつり等を利用
し、学習や活動成
果の発表の場の
確保に務める。

公民館名

年間利用者数
（人）

１　施設の管理・運営について ２　公民館事業について

評価項目

①施設の管理体制 ④利用の促進

深谷公民館 73,935 96,289

藤沢公民館 51,002 58,683



令和7年度　公民館自己評価表

　　　　　評価　＝　A　十分に達成している　　　B　ほぼ達成している　　　C　あまり達成していない　　　D　達成していない

②利用者への対応 ③地域の諸団体との連携 ⑤行政サービスの提供 ①講座の見直し ②事業への住民参画 ③地域の特色を生かした
事業の実施

④家庭教育学級の実施 ⑤地域活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの支
援　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成を含
む）

⑥青少年等を対象とした
事業の実施

⑦地域活動への支援

令和６年度 令和７年度

施設・設備の点検整備を
計画的に実施している
か?

災害時マニュアルを作成
するなど危機管理体制が
整っているか？

職員は利用者からの問い
合わせや苦情等に対して
適切に対応しているか？

地域コミュニティの主体的
な活動の拠点として、自
治会等地域の諸団体との
連携が図れているか？

各室の稼働率を向上させ
るための工夫を行ってい
るか？

公民館利用登録団体以
外の地区住民等の一般
の利用が図れているか？

行政センターのある公民
館については、サービス
を適切に提供している
か？

住民ニーズを把握し、講
座の見直しを行っている
か？

公民館の主催事業等の
企画や運営に公民館利
用者や住民が参画してい
るか？

それぞれの地区の特徴を
生かした事業を積極的に
取り入れているか？

公民館の設置の目的の１
つである家庭教育支援の
ための学習を行っている
か？

地域活動グループ（ボラ
ンティア育成を含む）の養
成のための講座や研修を
実施しているか？

青少年、高齢者、障害
者、乳幼児の保護者等の
参加を促す事業を行って
いるか？

学習の成果を、学校・地
域社会との連携に生かす
ことができるよう支援を
行っているか？

公民館名

年間利用者数
（人）

１　施設の管理・運営について ２　公民館事業について

評価項目

①施設の管理体制 ④利用の促進

評価 A A A A A B - A A A A A A A

評価の根拠

職員の日常点検の
ほか、消防設備や
建築設備点検、電
気設備、エレベー
ターの点検など専
門的な点検は業務
委託で行い、不具
合の報告があった
場合は、優先順位
をつけ修繕を行っ
た。今年度、大規模
修繕で外壁タイル工
事を行った。

「深谷市地域防災
計画」、「深谷市災
害時職員参集マ
ニュアル」、「避難所
の解説手順書」、
「消防計画」など管
理体制を整えてい
る。

公民館利用者から
の問い合わせや利
用日誌から施設の
不具合などの報告
を受け、適切に対応
した。市役所に関す
る業務などに関して
も該当部署への取
り次ぎや、案内など
適切に行った。

事業の実施にあ
たっては、自治会や
地区の社会福祉協
議会・青少年健全
育成会、民生児童
委員、寿会、婦人
会、学校などと協力
し、地域の諸団体と
の連携を図ることが
できた。

小学生の施設訪問
や中学生の職場体
験で、公民館の存
在や利用方法につ
いて地域への周知
が進んだ。また、公
民館だよりでは一般
利用や営利利用が
可能であることを継
続して紹介し、利用
促進につなげてい
る。さらに、今年は
七夕飾りや公民館
まつりに合わせて外
観を大きく装飾し、
来館者の関心を高
めた。

個人利用では土日
や連休、学校が休
みの期間などで利
用が盛んである。主
に体育室や多目的
ホールを利用した運
動の利用がメインで
あるが、楽器練習な
どで音楽室の利用
もある。

-

参加者から寄せら
れた意見を講座内
容に反映しながら企
画を進めている。住
民の声を受けて、今
年度初めて実施し
たGG体験講座は、
今年度4回開催する
など好評を得てい
る。また、親子お菓
子作り教室では、1
回目の反響が大き
かったため急遽2回
目を追加し、予約開
始から30分で満席と
なるなど、ニーズに
応じた柔軟な講座
運営を行っている。

体育事業では自治
会選出の体育部
員、文化教養部員、
公民館まつりでは
文化教養部員のほ
か寿会・婦人会・民
生児童委員の協力
を得て実施した。ま
た、公民館利用団
体より実行委員を募
り、実行委員が率先
して準備・運営を
行った。今年度は七
夕飾りを来館者にも
参加してもらったり、
クリスマスツリー飾
りには婦人会と職場
体験中の中学生に
も協力を得て行うこ
とができた。

入口ロビーでは、国
指定史跡である「幡
羅官衙遺跡」の出
土遺物や絵を展示
し、地域の歴史に触
れられる環境を整え
ている。地区体育祭
や事業反省会では
『ハラ君音頭』を踊っ
たり、幡羅官衙遺跡
のマスコットキャラク
ター「ハラ君」を資料
等に掲載し、郷土へ
の理解と親しみを深
めている。さらに、
青少年健全育成事
業として「きずな標
語」を募集し、優秀
作品を選定して公
民館で表彰式を
行っている。

今年度は、親子で
参加できるお菓子
作り教室を好評に
つき2回開催した。
子育て講演会の実
施や、夏休みには
親子陶芸教室、親
子バスツアーを開
催。さらに、親の学
習講座を幡羅小学
校で行った。

地域の諸団体を対
象に人権指導者研
修会を実施。また、
自治会と連携して防
犯パトロールを行っ
ている。地域団体の
活動拠点として施設
を提供し、イベントで
使用する備品の貸
し出しを行った。体
育祭の運営には中
学生ボランティアが
参加した。

青少年事業として、
夏休みお楽しみ会
を2回、親子お菓子
作り教室を2回開催
し、さらに「きずな標
語」の募集と表彰を
行った。子育て講演
会や親の学習で
は、乳幼児を連れた
保護者の参加も見
られた。公民館まつ
りでは小中学校の
絵画展示や中学校
音楽部の発表を行
い、障害者支援施
設「しくね育成園」の
鶴亀工房が出店し
た。施設訪問では障
害サービス事業所
の川本園とウッド
ワーク川本を訪れ
た。
高齢者に向けては、
高齢者健康教室、
シニアスマホ教室、
終活セミナー、初心
者向けGG体験講座
を4回実施した。

公民館まつりでは
公民館利用団体や
小中学校の学習の
成果の発表の場に
なっている。また、
公民館団体や利用
者などの作品を公
民館廊下に展示し
発表の場を設けて
いる。公民館だより
で、きずな標語の掲
載、ロビーに学校だ
よりの掲示、小学生
の描いた絵の展示
スペースを設け支
援・連携を行った。

今後の課題

建築から3１年が経
ち、設備・備品に劣
化が見受けられる。
事故防止のため点
検を継続的に実施
し、利用者の安全に
努める必要がある。

災害に備え、諸計
画の熟知や防災備
蓄品の確認、事前
の避難所運営の訓
練などで不測の事
態に備える必要が
ある。

日々利用者や一般
の方からの意見な
どを適切に対応し、
正確で丁寧な対応
を心がけていきた
い。

公民館事業では、
地域住民や地域の
諸団体との連携が
必要であるので、相
互協力のもと、引き
続き良好な関係を
保ち、円滑な事業の
推進に取り組んでい
きたい。

ふれあい館の廃止
に伴い、利用団体
が移行し登録団体
数が増加している。
一方、稼働率が低
い部屋については、
利用促進が引き続
き課題である。団体
への案内や利用提
案を積極的に行い、
活用が進むよう働き
かけていく。

教室や講座、公民
館だよりやHPなどで
一般利用が可能で
あることを周知しさ
らなる利用の拡大を
図っていきたい。

-

今後も住民ニーズ
を丁寧に把握しなが
ら、さまざまな角度
から教室を企画して
いくことが課題であ
る。老若男女が楽し
め、満足度の高い
講座となるよう、内
容の充実と新たな
企画の検討を継続
して進めていきた
い。

特に規模の大きな
事業では地域住民
や地域の諸団体の
協力が必要である
ため、事業実施の
理解を得つつ、継続
できる体制を保持し
ていく必要がある。

今後も地域の特色・
歴史・文化を再確認
しながら、特色を活
かした事業を実施し
ていく。

子育て講演会や親
の学習の場は、参
加すると非常に実り
のあるものである
が、仕事などで参加
者が集まりづらい課
題がある。公民館だ
よりのほか周知に
効果のある方法を
検討する必要があ
る。

地域活動グループ
の把握や、地域で
必要なボランティア
活動について把握
し、支援方法等を検
討していく必要があ
る。

青少年、高齢者を
対象とした事業を実
施しているが、障害
者、乳幼児の保護
者等を対象とした
ニーズのある事業
について今後事業
計画に含められる
か検討する必要が
ある。

地域の生涯学習の
場として、またその
発表の場として、さ
らにできることを研
究していく必要があ
る。

評価 A A A A B A A B A A A B A B

評価の根拠

専門業者に委託し、
定期的に法定点検
等を実施している。
なお、職員の巡回
や利用者からの指
摘により不具合が
確認された箇所は、
随時必要な修繕等
を実施している。

「深谷市地域防災
計画」及び「災害対
策初動マニュアル」
のほか「公民館消
防計画」を作成し、
例年、利用者を含
めた消防訓練を年２
回実施している。今
年度については、市
総務防災課主導の
もと、明戸地域の大
規模避難訓練を実
施した。

利用者からの問い
合わせや苦情、設
備等の不具合に対
しては適切且つ迅
速な対応を行ってい
る。

自治会をはじめとす
る地域の諸団体と
の協力体制が構築
されており、各事業
の実施の際には、
打合せ会議や反省
会を随時行うなど、
十分な連携を図って
いる。

稼働率の低い「調理
実習室」や「美術工
芸室」を活用した教
室や講座を計画す
るほか、他の各室に
ついても、市が行う
研修会や会議等の
会場として利用して
いただくよう働きか
けている。

地区住民を対象とし
たイベントや講座を
実施することで一般
利用の促進を図っ
ている。なお、図書
室、児童室において
は地元児童等の利
用が活発に行われ
ている。

各証明の発行事務
については、R6年
度をもって終了し
た。行政全般に係る
問合せ等に対して
丁寧な説明を行って
いる。

公民館利用者や講
座参加者の要望や
意見を踏まえながら
講座の見直しを検
討している。今年度
は、前年度同様４つ
の講座を開講する
ことができた。

公民館の行う事業
については、公民館
運営審議会で内容
を十分に検討の上、
円滑に実施されて
いる。事業の企画運
営には、自治会や
体育・文化部員の
ほか、利用団体等
の地域住民が参画
している。

「みんなのふれあい
祭り」や「ワナゲ大
会」など世代間交流
を促進する事業を
積極的に取り入れ
ている。また、市内
で唯一となる地域住
民と中学校との合
同による「市民体育
祭」を開催している。

保育園及び小、中
学校の保護者を対
象に「親の学習プロ
グラム」を中心とし
た家庭教育学級を
年2回実施した。

養成講座や研修は
実施していないが、
地域の活動グルー
プによる花植えや樹
木の剪定、防犯パト
ロール等の活動を
公民館だよりに掲載
するなど啓発を行っ
ている。

地域の諸団体等と
連携し、「みんなの
ふれあい祭り」や
「ワナゲ大会」など
世代間交流事業を
行っているほか、高
齢者を対象とした
「スマホ教室」を実
施している。

日頃の活動や学習
成果を発表する場と
して「芸能祭」や「美
術盆栽展」を開催し
ているほか、公民館
だより等を通じて広
く情報発信するな
ど、必要な対応を
行っている。

今後の課題

経年劣化等により
修繕が増えている。
予算のことを含め、
計画的な施設・設備
の更新を検討してい
く必要がある。

休日や夜間でも同
様な対応が求めら
れるため、シルバー
人材センター担当
者との合同による消
防訓練等を実施す
る必要がある。ま
た、避難所管理等
については市総務
防災課と綿密な連
携・協力体制を継続
していく。

引き続き、適切且つ
迅速な対応に努め
ていく。

今後も自治会や諸
団体との協力体制
を維持しながら、円
滑な事業の推進に
取り組んでいく必要
がある。

定期的な利用に向
けて、講座終了に
は、施設利用の団
体化や個人利用に
繋がるような支援を
行う必要がある。

引き続き、公民館だ
より等を通じて個人
や地区住民等の利
用が推進されるよう
周知などに努めて
いく。

引き続き、適切に対
応するため、市役所
関係各課との情報
交換、連携を図る必
要がある。

多様化する住民
ニーズに応じた講座
を開設するととも
に、終了後の自主
活動に繋げるような
支援を行う必要が
ある。

今後も多くの地域住
民に参加していただ
けるよう、公民館運
営審議会や関係団
体等の意見を聞き
ながら必要な見直し
等を行っていく必要
がある。

地域の特色や文
化・伝統などの地域
資源を再確認し、特
色を生かした事業
の実施や協力者の
確保等を検討してい
く必要がある。

引き続き、保育園及
び小・中学校と協力
しながら家庭教育学
級が開催できるよう
努めていく。

地域グループに対
する研修会等の実
施を含め、支援や
養成方法など検討
していく必要があ
る。

年齢や性別を問わ
ず幅広い方が参加
し楽しめる事業を検
討していく必要があ
る。

今後も学習や練習
の成果を発表する
機会を積極的に提
供する必要がある。

幡羅公民館 47,422 53,610

明戸公民館 23,075 26,371



令和7年度　公民館自己評価表

　　　　　評価　＝　A　十分に達成している　　　B　ほぼ達成している　　　C　あまり達成していない　　　D　達成していない

②利用者への対応 ③地域の諸団体との連携 ⑤行政サービスの提供 ①講座の見直し ②事業への住民参画 ③地域の特色を生かした
事業の実施

④家庭教育学級の実施 ⑤地域活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの支
援　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成を含
む）

⑥青少年等を対象とした
事業の実施

⑦地域活動への支援

令和６年度 令和７年度

施設・設備の点検整備を
計画的に実施している
か?

災害時マニュアルを作成
するなど危機管理体制が
整っているか？

職員は利用者からの問い
合わせや苦情等に対して
適切に対応しているか？

地域コミュニティの主体的
な活動の拠点として、自
治会等地域の諸団体との
連携が図れているか？

各室の稼働率を向上させ
るための工夫を行ってい
るか？

公民館利用登録団体以
外の地区住民等の一般
の利用が図れているか？

行政センターのある公民
館については、サービス
を適切に提供している
か？

住民ニーズを把握し、講
座の見直しを行っている
か？

公民館の主催事業等の
企画や運営に公民館利
用者や住民が参画してい
るか？

それぞれの地区の特徴を
生かした事業を積極的に
取り入れているか？

公民館の設置の目的の１
つである家庭教育支援の
ための学習を行っている
か？

地域活動グループ（ボラ
ンティア育成を含む）の養
成のための講座や研修を
実施しているか？

青少年、高齢者、障害
者、乳幼児の保護者等の
参加を促す事業を行って
いるか？

学習の成果を、学校・地
域社会との連携に生かす
ことができるよう支援を
行っているか？

公民館名

年間利用者数
（人）

１　施設の管理・運営について ２　公民館事業について

評価項目

①施設の管理体制 ④利用の促進

評価 A A A A B B - B B A B B A B

評価の根拠

施設・設備の点検
は専門業者へ委託
し実施している。今
年度は、高圧受変
電設備のコンデン
サー交換修繕、火
災通報装置交換修
繕の他、消防設備
点検で指摘のあっ
た場所の修繕を実
施した。

市の地域防災計画
及び初動マニュアル
については策定済
み。また、館長が防
火管理者再講習の
課程を修了し、防火
管理者の選任届を
消防署に提出した。
それに伴い大寄公
民館消防計画も変
更し、消防訓練を実
施した。訓練で排煙
窓が開きずらい箇
所が見つかり、潤滑
油を付けるなどして
改善した。

利用者からの問い
合わせについては
迅速丁寧を心がけ
るとともに、シル
バーの利用日誌を
有効活用し、苦情等
の対応に取り組ん
でいる。

「米寿・白寿のお祝
い会」「喜寿のお祝
い会」では自治会、
地区社協、民生委
員の協力のもと実
施することができ
た。また、大寄小と
の合同運動会や
「夏宿～る」では、新
たな取り組みを先生
方と協議を重ね実
施することができ
た。

稼働率向上のた
め、今年度新たな取
り組みとして「図書
室へGO！」「子ども
映画会」「米寿・白
寿のお祝い会」「喜
寿のお祝い会」「七
宝焼き教室」「カステ
ラ作り教室」「クリス
マスコンサート」等を
行った。

最近は、個人や家
族で体育室を利用
する件数が増えて
いる。ただ、エアコン
が無いため夏場の
利用率が下がってし
まう。

-

今年度は、昨年度
のアンケートで希望
の多かった「認知症
の基本と予防講座」
を開催し、多くの参
加があった。

例年、事業の企画・
立案にあたっては
打ち合わせ会議等
を開催し、地区役員
や出演団体から意
見を聴取し、必要に
応じて見直しを行う
こととしている。特に
今年の芸能祭は、
「ご存じ水戸黄門」も
復活し、「万作踊り」
などオール大寄で
実施することができ
た。

今年も地区体育
祭は大寄小学校と
合同で開催し、そ
の中で地元の伝
統芸能「万作踊り」
を小学生、保護
者、地区住民全員
で踊ることができ
た。また、大寄公
民館敷地内にある
「清風亭」で今年
初めてクリスマス
朗読会とミニコン
サートを実施し
た。

家庭教育学級(親の
学習)については、
保護者が参加しや
すいよう、大寄小と
連携し、授業参観前
に実施した。
また、調理実習室に
おいて親子カステラ
作り教室を実施し
た。

自治会を対象とした
人権問題講座及び
防犯パトロールの実
施。また、自主防災
組織を対象にAED
操作訓練とハザード
マップ利用研修を
行った。

青少年対象事業
では、夏宿～る、
図書室へGO、吹
矢教室、子ども映
画会、親子カステ
ラ作り教室、子ど
も体験バスツアー
の開催。高齢者対
象事業では、米
寿・白寿のお祝い
会、 喜寿のお祝
い会、健康講座等
を開催。大寄地区
あそびの日では、
子どもから高齢者
まで多くの参加者
があり大変好評
だった。

芸能祭では、公民
館利用団体による
太極拳、空手、社
交ダンス、フラダン
ス等の発表。趣味
の作品展では、絵
画、写真、手工
芸、書道、七宝焼
き、陶芸、短歌、
俳句等を２日間展
示。絵画には大寄
小学校の作品も
展示している。

今後の課題

大寄公民館は、今
年建築後２７年を迎
え、数年後には大
規模改修の計画を
控える。修繕が無駄
な投資とならないよ
う市役所担当課と連
絡を密にし、整備を
行っていく必要があ
る。

災害対策初動マ
ニュアル等、災害時
に迅速な行動がと
れるよう職員の定期
的な訓練が必要不
可欠である。

今回、深谷市施設
予約システムが新
たなシステムに変更
となる。利用者に不
便をかけないよう職
員とシルバーが共
通認識をもってシス
テムを使いこなせる
よう対応していく必
要がある。

公民館事業は、地
域の諸団体と連携
を密にし、良好な関
係を保つことが重要
となるため、日々の
働きかけを大切に
行っていきたい。

工芸室、調理実習
室の稼働率が低い
ため、公民館事業
の教室等を通じて
新たな利用団体の
結成に協力してい
く。

体育室については、
エアコンが入れば年
間を通して利用が
増えると思われる。
課題は、他の部屋も
利用件数が増える
ような取り組みを引
き続き検討する必
要がある。

-

引き続きアンケート
の結果やその時代
の住民ニーズを把
握し、講座の充実を
図っていく。

事業の打ち合わせ
会議においては活
発な意見が出やすく
なるような場の設定
が必要である。ま
た、職員が利用者
や住民と積極的に
コミュニケーションを
とる必要がある。

地域の伝統や文
化等、地域資源を
再確認し、その特
色を生かした事業
を検討していく。

家庭教育学級(親の
学習)については、
大寄小学校と連携
し、参加人数が増え
るよう検討を進めて
いく。

地域で活動するグ
ループの把握に努
め、必要な支援や
養成方法など協力
できることがあるか
検討していく。

年齢や性別を問
わず幅広い方が
参加し,楽しめる事
業を検討していく。

地域の生涯学習
の場として、また
その発表の場とし
て、さらにできるこ
とを研究していく
必要がある。

評価 A A Ａ Ａ Ｂ Ｂ - A Ｂ Ａ A Ｂ Ｂ Ａ

評価の根拠

適正な施設維持の
ため空調・エレベー
ター・浄化槽・消防
設備等の保守点検
に加え、外壁打診
検査を実施した。
また、施設・設備の
故障や不具合に対
して修繕を実施し
た。（トイレ修繕、点
字ブロック修繕等）

市地域防災計画、
災害対策初動マ
ニュアルのほか、施
設の消防計画や緊
急時職員連絡網等
を作成し体制を整え
ている。今年度も施
設消防計画に基づ
き消防避難訓練を２
回実施した。
また、施設の消防設
備機器の修繕や災
害用物資品確認を
実施し、危機管理に
備えている。

来館者や電話での
相談や問い合わせ
には親切、丁寧な
対応を心がけてお
り、特段指摘された
事例はない。

自治会とは自治会
長会議や地域から
の要望等を通じて
良好な連携が図れ
ている。
フウリン草の育成と
展示をはじめ、にぼ
うと会や体育祭、各
種スポーツ大会、芸
能祭等実施した。ど
の事業においても、
各種関係団体等と
連携しながら取り組
むことができた。

登録団体や一般利
用者等の要望につ
いては可能な限り受
けられるよう配慮し
ている。また、部屋
選びや備品貸出、
利用方法について
相談を受けるなど利
用促進を図ってい
る。

一般利用について
は、ダンス、体操な
どに利用されている
ほか、各種団体の
レクリエーション等
に利用されている。
また体育室は渋沢
栄一記念館のサイ
ネージ観覧場所とし
て多くのかたに利用
されている。

-

ニーズのある講座・
教室の開催を行っ
た。講座等の参加
者数や参加した方
の意見を聞きなが
ら、講座内容の見直
しを検討している。

公民館運営審議会
委員に地域団体の
代表を加え審議い
ただいている。ま
た、自治会長、体
育・教養部員、体育
振興会長、民生児
童委員など様々な
方に事業に関わっ
ていただき意見を聞
いている。

八基地区では地域
ぐるみで「フウリン草
事業」を実施してい
る。また、渋沢栄一
翁のゆかりの地とし
て、命日にあたる１
１月１１日に「にぼう
と会」を毎年開催
し、今年度は6年ぶ
りにぼうとうの会食
も実施した。

豊里公民館と共催
で家庭教育学級を
開催し、「親の学習
プログラム」を中心
に、家庭教育に関
する学習の機会を
提供し、家庭におけ
る教育力の向上を
図っている。

地域活動団体のイ
ベントの実施にあた
り、公民館施設の貸
出し等で支援を行っ
ている。ボランティア
養成講座は行って
いない。

子どもや高齢者を
主対象とした「ホタ
ルの観賞会（こども
納涼祭）」、「青少年
スポーツ大会」並び
に「グラウンドゴルフ
大会」を開催した。
また、地域の花であ
るフウリン草の育
成・展示に八基小学
校児童にも参加い
ただき事業を展開し
ている。

青色防犯パトロール
講習会や防犯研修
会を開催し、防犯意
識の高揚を図るとと
もに公民館の車両
を貸し出すなど地域
防犯活動への支援
を行っている。ま
た、災害対策促進
協議会の活動支援
も行っている。

今後の課題

施設の老朽化が顕
著になって来てお
り、施設全体の改修
等を検討しなければ
ならない時期である
と考える。
R8に体育室膜屋根
法定点検を実施予
定。

非常時の避難、誘
導など適切な行動
ができるよう職員の
意識を高めておくこ
とが重要である。ま
た、休日や夜間など
職員不在時につい
てもシルバー人材セ
ンター職員に避難
誘導方法等の指導
が必要である。

引き続き、親切、丁
寧、迅速を心掛け対
応していく。

今後も諸団体の意
見等を聞きながら連
携を密にして事業に
取り組んでいく。

公共施設予約シス
テム変更に伴う運
用の見直しが行わ
れたため、利用者
へ周知（PR）していく
必要がある。

新札発行からまもな
く２年を経過すると
ころだが、今もなお
団体、個人ともに多
くの来館者が訪れて
いる状況であること
から、４月以降も記
念館との利用分担
等の調整を図って
いく必要がある。

現在市内公民館で
は、コンビニ交付
サービス普及の観
点から、住民票等の
証明書発行は行っ
ていない（今後も行
わない）ため評価の
対象外とする。

マンネリ化とならぬ
よう新たな講座・教
室の開催について
検討していく。

今後も様々な方が
事業に参画できるよ
う、各種団体と密接
に連携していくこと
が重要となる。

地域の歴史・特色・
文化等の再認識と
事業の展開を継続
する。

小中学校のPTAを
対象に実施している
が、参加者数の伸
び悩みが近年の課
題となっている。こ
のことに鑑み、来年
度は試験的に平日
の開催を予定してい
る。

地域団体やボラン
ティアの情報を把握
し、支援の方法等を
検討していく。

子ども達や保護者
等参加者のニーズ
を把握し、マンネリ
化とならぬよう事業
内容の検討を行っ
ていく必要がある。

地域の皆さんに青
色防犯パトロール活
動を週３日行っても
らっている。パトロー
ル活動の負担は大
きいが、活動の目的
を理解してもらい継
続実施していく。

大寄公民館 22,857 25,538

八基公民館 16,619 16,541



令和7年度　公民館自己評価表

　　　　　評価　＝　A　十分に達成している　　　B　ほぼ達成している　　　C　あまり達成していない　　　D　達成していない

②利用者への対応 ③地域の諸団体との連携 ⑤行政サービスの提供 ①講座の見直し ②事業への住民参画 ③地域の特色を生かした
事業の実施

④家庭教育学級の実施 ⑤地域活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの支
援　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成を含
む）

⑥青少年等を対象とした
事業の実施

⑦地域活動への支援

令和６年度 令和７年度

施設・設備の点検整備を
計画的に実施している
か?

災害時マニュアルを作成
するなど危機管理体制が
整っているか？

職員は利用者からの問い
合わせや苦情等に対して
適切に対応しているか？

地域コミュニティの主体的
な活動の拠点として、自
治会等地域の諸団体との
連携が図れているか？

各室の稼働率を向上させ
るための工夫を行ってい
るか？

公民館利用登録団体以
外の地区住民等の一般
の利用が図れているか？

行政センターのある公民
館については、サービス
を適切に提供している
か？

住民ニーズを把握し、講
座の見直しを行っている
か？

公民館の主催事業等の
企画や運営に公民館利
用者や住民が参画してい
るか？

それぞれの地区の特徴を
生かした事業を積極的に
取り入れているか？

公民館の設置の目的の１
つである家庭教育支援の
ための学習を行っている
か？

地域活動グループ（ボラ
ンティア育成を含む）の養
成のための講座や研修を
実施しているか？

青少年、高齢者、障害
者、乳幼児の保護者等の
参加を促す事業を行って
いるか？

学習の成果を、学校・地
域社会との連携に生かす
ことができるよう支援を
行っているか？

公民館名

年間利用者数
（人）

１　施設の管理・運営について ２　公民館事業について

評価項目

①施設の管理体制 ④利用の促進

評価 A A A A A A - A A A A A A A

評価の根拠

全館を定期的に点
検し、利用に支障が
ないように心がけて
いる。古い施設のた
め劣化箇所もある
が、利用者からの通
報にも迅速に対応し
ている。

市地域防災計画及
び災害時初動マ
ニュアルを配備して
いる。また、消防計
画を作成し、年2回
の消防訓練を実施
して連携体制を強
化している。

高齢者の利用が多
い地域であり、親身
でわかりやすい対
応と立ち寄りやすい
雰囲気を心がけて
いる。特に施設利用
に対する苦情等は
ない。

自治会・小中学校・
各種関係団体等と
協力し合う良好な関
係を築けている。人
的な協力はもとよ
り、経費の負担につ
いても連携し、地域
のコミュニティを盛り
上げることができ
た。

トウモロコシ狩りや
県民の日キッズ
デーなどの新しい事
業を行い稼働率の
向上を図った。ま
た、各種事業の拡
大や事業の入れ替
えなどにより、新た
な展開を行うことが
できた。

小中学生が下校後
に立ち寄ったり、図
書室では学生など
が学習に利用したり
している。また七夕
飾りやホタルの夕べ
など一般の方が参
加できる事業を行っ
た。更に市内非営
利の一般利用状況
は2割以上の増加
が図れた。

-

毎回アンケート調査
を実施し、利用者の
意向を収集しながら
講座や教室の魅力
向上を図っている。
また、内容がマンネ
リとならないように
ほかの公民館の情
報も参考にして、新
しい講座等を展開
するよう心がけてい
る。

自治会や関係役
員・各種団体の役
員に企画段階から
実施に至るまで参
加いただいている。
また、公民館利用者
からも事業の意見
や情報を得ている。

地域の農家の方に
ご協力いただき、ト
ウモロコシの収穫体
験と試食を行った。
また、豊里レクリ
エーション部にご協
力いただき、事業を
より楽しく盛り上げ
ていただいた。

毎年度、八基公民
館と共催で家庭教
育学級を実施し、
PTAを中心に参加
いただいている。今
年度も「親の学習」
を実施し、家庭教育
アドバイザーを中心
とした活発な意見交
換が行われた。

豊里東部広場の管
理ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
事務局として、八基
公民館と共同で運
営している。また、
地域のイベントやま
つりには物品等貸し
出したり、活動を支
援している。
消防団活動を公民
館だよりに掲載して
いる。

関係団体と協力し、
ホタルの夕べ、子ど
も講座、菊花展、し
め縄飾り教室、キッ
ズデー、家庭教育
学級が実施できた。
また、豊里中２年生
に、立志式の記念
品として『夢七訓』を
載せたタオルを贈呈
した。

地域住民、利用団
体、学校と公民館が
連携学習の成果を
発表する場として公
民館まつりがある。
展示の部への参加
はあるものの、年々
出品数は減少し芸
能の部は参加者が
少なく、開催できな
い状況にあるが、体
育祭や各レクリエー
ション事業で参加を
促すことが出来てい
る。

今後の課題

施設の老朽化によ
り毎年修繕が発生
し、一定期間の利用
制限になってしまう
ことがある。利用者
にできる限り影響が
少なくなるように対
応していきたい。大
規模改修にむけて
問題点を洗い出して
いく。

施設は市防災マッ
プの浸水区域に位
置しているため、水
害時の避難所とは
なりえないが、その
他の災害の避難所
として役割を担える
よう対応する必要が
ある。

引き続き、利用者に
とって親身で分かり
やすい対応を行い、
苦情等に適切に対
応する。

関係団体の構成員
も交代があるため、
継続的に連携が図
れるよう、良好な関
係を維持していくこ
とが重要である。

稼働率を高めるた
め、さらなる教室や
講座の開催など引
き続き検討する。ま
た、公民館の新たな
利用促進に向けて
検討していきたい。

公民館事業や公民
館だより等で、利用
の促進にむけてPR
していく。備品等を
更新して、新たな利
用方法を図ってい
く。
引き続き、利用しや
すい雰囲気を維持
していく。

-

人気のある講座は
引き続き実施しつ
つ、新たに実施可能
な事業を展開してい
きたい。また、利用
実績の少ない若い
世代や高齢男性に
向けた講座も検討し
ていきたい。

自治会が関係して
いる事業は、関係役
員の意見を伺い、緊
密な連携を図りなが
ら事業を進めてい
く。また、公民館利
用者などの意見も
反映しながら事業を
進めていく。

少子高齢化が著し
いなか、年齢性別を
問わず幅広く参加
することができ、世
代間が楽しく交流で
きるような事業を検
討したい。

社会教育指導員の
協力を得て、参加し
た方が有意義な時
間を過ごせたと感じ
るような、中身のあ
る内容に努めていき
たい。

豊里東部広場の維
持管理については、
ボランティアの拡大
につながるように、
公民館だより等に活
動をPRしていく。

少子高齢化が著し
いなか、年齢性別を
問わず幅広く参加
することができ、世
代間が楽しく交流で
きるような事業を検
討したい。

公民館まつりの実
施が困難になってき
ているため、公民館
の文化教養事業を
充実することにより
参加者を増やしてい
きたい。また今以上
に学校や地域と連
携できるよう協力
し、子どもたちも取り
込み、地域を盛り上
げていきたい。

評価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ - Ａ Ａ Ａ B Ａ Ａ Ａ

評価の根拠

深谷上柴ショッピン
グセンター（公共施
設、共用部分、その
他施設）の運営に係
る施設管理規約等
による年間業務計
画書に基づき、点検
整備を実施した。

深谷上柴ショッピン
グセンターと一体の
対策マニュアルや
連絡体制表を作成
している。ショッピン
グセンター全体の防
災訓練に加え、独
自の防災訓練も実
施した。

電話、窓口での利
用に関する問い合
わせには適切に対
応できた。電話、要
望等は公民館利用
日誌等により把握
し、速やかに対応を
行った。

自治会をはじめとす
る諸団体と連携し、
様々な地区行事を
計画どおりに、連携
して開催することが
できた。

軽運動を和室で、音
楽や麻雀を会議室
でなど支障のない
範囲で柔軟に許可
した。また、利用調
整会議で月５回の
申請制限や、多目
的について重複した
場合の優先基準な
ど、利用機会の拡
大を図った。

学生、親子等の団
体以外の利用が増
加していると感じ
る。ショッピングセン
ターを利用するかた
からの問合せや利
用もあり、一般の利
用が図れている。

-

パソコン教室につい
て、ＩＴサポーターと
内容を打ち合わせ、
ニーズのある内容
への見直しを図って
いる。

地区の諸団体と事
業検討会議を行っ
て計画を立て、各事
業は共催で実施し
ており、計画から運
営まで地域住民が
参画している。

複合施設の立地の
特色を生かし、アリ
オ深谷との連携で、
こども七夕かざりを
２箇所の催事場に
おいて開催した。ま
た、まつりポスター
等の展示を行った。
上柴まつりでは東
都大学と連携し、課
外活動として地域交
流の場を提供し、地
域の特色を生かし
た事業を実施でき
た。

小中学生の保護者
を対象に「親の学
習」を実施した。
幼児・保護者を対象
に「親子体操教室」
を実施した。

地域活動グループ
（公民館登録団体）
の活動の発表や募
集の場としてロビー
を提供した。上柴中
学校と連携を図り、
七夕かざりの短冊
デザインや、ふるさ
と上柴まつりのトー
トバッグデザインの
作製に協力を頂き
地域連携の場を住
民へアピールでき
た。上柴まつりで
は、深谷市こども会
育成連合会と連携
し、団体の活動を支
援した。また、青少
年健全育成会の子
ども安全・安心パト
ロールや、防犯協会
の年末防犯パトロー
ルの集合場所、各
自治会の総会会場
等として施設を無償
で提供した。

青少年健全育成会
や子ども会、老人ク
ラブなどの団体と協
力し「こども七夕か
ざり」を実施した。
幅広い年齢層が参
加、交流できる「ス
ポーツレクリエー
ションフェスタ」を実
施した。
また、「ふるさと上柴
まつり」は老若男女
の参加を得て好評
だった。

短歌等の公民館だ
よりへの掲載、公民
館登録団体の作品
等のロビーでの展
示、スポレクや上柴
まつりのパフォーマ
ンス発表の場の提
供を行った。

今後の課題

施設・設備の破損、
更新箇所の発生が
増加しており、適
時・適切な修理、更
新が求められる。

利用者が多いこと、
３Fにあることなど、
緊急時の円滑な連
絡誘導体制が求め
られる。
休日、夜間でも対応
できるよう職員間で
の情報共有を図っ
ておく。日頃から熱
中症の注意喚起、
救急セットの拡充な
ど迅速に対応できる
体制を整える。

利用登録団体、個
人、営利事業者など
利用者の立場が
様々である。苦情件
数は少ないが、引き
続き利用者には丁
寧に説明していく事
が求められる。

分館対抗事業など
で、価値観の多様
化、高齢化など、参
加しない分館も増え
ている。レクリエー
ションフェスタという
新しい形での開催も
実施。既存事業の
より良い改善に努め
ていく。

施設による頻度に
偏りがあり、多目的
室、体育室など運動
系施設のニーズが
高いが、解消は難し
い。営利利用の拡
大に向けた会議室
系の利便性向上に
努めていく。

引き続き、個人や地
区住民の利用が推
進されるよう周知な
どに努めていく。

-

当館では講座系事
業としてパソコン教
室等に重点を置い
ているが、その他の
講座系のニーズを
把握や研究も必要。

公民館事業の企
画・運営に積極的に
参加する地区住民
の掘り起こしや育成
が必要。

アリオ深谷の協力
体制を促進し、より
効果的な事業展開
に生かしていきた
い。

引き続き幼・小・中
学校との連携を図り
ながら意義ある家
庭教育を行ってい
く。
「親子体操教室」は
西幼稚園での開催
を検討している。

主導して新規に地
域活動グループを
養成し立ち上げさせ
ることは、現在行っ
ていないが、既存グ
ループの活動促進
に努め、また活動グ
ループの立ち上げ
希望者には情報提
供や支援を行って
いく。
地区小学校との更
なる地域連携を図る
ため、事業の模索
が必要。

スポーツレクリエー
ションフェスタでは、
老若男女ほか多様
な住民がさらに参加
しやすい種目を検
討していく。他の事
業においても対象
者が広がるようニー
ズの把握や内容の
改善に努めていく。
ボッチャなどの事業
を検討中であり、引
き続き障害者等の
ニーズの把握や研
究に努めていく。

多岐にわたる団体
活動について、でき
るだけ広く、成果発
表の場や活用を図
る方法の模索が必
要。

豊里公民館 22,233 27,020

上柴公民館 94,306 110,659



令和7年度　公民館自己評価表

　　　　　評価　＝　A　十分に達成している　　　B　ほぼ達成している　　　C　あまり達成していない　　　D　達成していない

②利用者への対応 ③地域の諸団体との連携 ⑤行政サービスの提供 ①講座の見直し ②事業への住民参画 ③地域の特色を生かした
事業の実施

④家庭教育学級の実施 ⑤地域活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの支
援　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成を含
む）

⑥青少年等を対象とした
事業の実施

⑦地域活動への支援

令和６年度 令和７年度

施設・設備の点検整備を
計画的に実施している
か?

災害時マニュアルを作成
するなど危機管理体制が
整っているか？

職員は利用者からの問い
合わせや苦情等に対して
適切に対応しているか？

地域コミュニティの主体的
な活動の拠点として、自
治会等地域の諸団体との
連携が図れているか？

各室の稼働率を向上させ
るための工夫を行ってい
るか？

公民館利用登録団体以
外の地区住民等の一般
の利用が図れているか？

行政センターのある公民
館については、サービス
を適切に提供している
か？

住民ニーズを把握し、講
座の見直しを行っている
か？

公民館の主催事業等の
企画や運営に公民館利
用者や住民が参画してい
るか？

それぞれの地区の特徴を
生かした事業を積極的に
取り入れているか？

公民館の設置の目的の１
つである家庭教育支援の
ための学習を行っている
か？

地域活動グループ（ボラ
ンティア育成を含む）の養
成のための講座や研修を
実施しているか？

青少年、高齢者、障害
者、乳幼児の保護者等の
参加を促す事業を行って
いるか？

学習の成果を、学校・地
域社会との連携に生かす
ことができるよう支援を
行っているか？

公民館名

年間利用者数
（人）

１　施設の管理・運営について ２　公民館事業について

評価項目

①施設の管理体制 ④利用の促進

評価 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ｂ

評価の根拠

　業者による定期
点検を行い、指摘
事項について随時
対応している。職
員巡回や利用者
からの指摘により
不具合が確認され
た場合は、随時必
要な整備を実施し
ている。
　今年度は、主に
受水槽ポンプ、換
気扇、受変電設
備、消防用設備の
修繕を行った。
また、体育室の音
響設備の更新を
行った。

地域防災計画、災
害対策初動マニュ
アルのほか、南公
民館における危
機・安全管理マ
ニュアル、消防計
画、非常時連絡系
統図を作成してい
る。消防計画に基
づき消防訓練を実
施している。

　公民館貸出基準
に基づき適切に対
応している。夜間
及び休日について
もシルバー人材セ
ンター職員と連絡
を密にし対応して
いる。

　自治会、老人ク
ラブ、社会福祉協
議会、青少年健全
育成会、ガーデニ
ング倶楽部及び小
中学校と連携を図
り、体育祭をはじ
め、公民館まつ
り、各スポーツ大
会、花の郵便屋さ
ん及び小中学校
のあいさつ運動等
の事業を実施して
いる

　各団体の会員募
集チラシの掲示や
講座実施後の団
体立ち上げ支援
に取り組むなど新
規利用者の確保
に努めている。館
内を整理整頓し利
用者が快適に過
ごしやすいような
雰囲気づくりに努
めている。施設の
不具合で貸し出し
できないことがな
いよう点検に努め
ている。

　夕方以降と土日
祝祭日を中心に、
一般の学生や若
年層の体育室で
のバスケットボー
ル・バレーボール
等の利用が多い。
令和８年度より一
般利用者もネット
予約できるように
変更する。

電話や窓口での
問い合わせ等に
ついて迅速かつ適
正に対応してい
る。

　講座終了時にア
ンケートを実施し
住民のニーズの
把握に努め、講座
の見直しを図って
いる。歴史めぐり
講座などについて
参加者から好評を
得ている。

　公民館運営審議
会や各種団体等
の意見を反映させ
ながら円滑に実施
している。事業の
企画や運営には、
自治会や体育・文
化教養部員のほ
か、利用団体等の
地域住民が参画し
ている。

　みなみガーデニ
ング倶楽部と公民
館、自治会及び民
生・児童委員が連
携し、花の郵便屋
さん事業等花を活
かした地域活動に
取り組んでいる。

　家庭教育アドバ
イザーを講師に招
き、家庭教育学級
を実施している。
人権問題研修会
は、各地区PTA支
部長、民生児童委
員、自治会長参加
で実施した。

　ボランティア養成
講座等は実施して
いないが、みなみ
ガーデニング倶楽
部をはじめとした
地域活動グルー
プの支援を行って
いる。

青少年を対象に
社会体験事業を
行っている。主
に、高齢者を対象
に健幸教室を実
施している。老人
クラブ連合会を中
心にワナゲ大会な
どの世代間交流
事業を行ってい
る。みなみふれあ
い広場では幼児と
保護者が一緒に
参加している。今
年度はワナゲ大
会及び幼児事業
では、芋ほり等を
実施した。

公民館活動の地
域への発表の場と
して、公民館まつ
りを開催している。
各サークル、学校
及び自治会等が
参加し、地域の連
携が深まってい
る。家庭教育学級
や人権問題研修
会を開催し、参加
者から地域のかた
への啓発がなされ
ている。

今後の課題

建設から27年が
経っており故障個
所について、随時
対応が必要にな
る。
今年度より生涯学
習スポーツ振興課
と施設維持につい
て協議を始めてい
く。

　各種計画やマ
ニュアルに基づき
時代に沿った危機
管理体制を整えて
いく。災害時に迅
速・的確に対応で
きるよう、定期的
な訓練を継続す
る。

令和8年度より新
しい施設予約シス
テムとなり操作等
を習得している。

　引き続き地域の
諸団体と連携を図
り、円滑な事業の
推進に取り組む。

　魅力ある講座の
実施や新規利用
促進の取り組みを
継続していく。利
用者に不都合が
ないよう適切な施
設管理を継続す
る。

　一般利用者のか
たが継続して利用
されるよう適切な
サービス提供に努
める。

今後も適切なサー
ビス提供に努め
る。

　今後も住民ニー
ズの把握に努め
魅力ある講座の
実施に努める。

　地域の協力を得
ながら事業運営を
進めるとともに、
各団体等との連携
を継続する。

　花を活かした事
業等により、地域
と小中学校との連
携や活動を推進
する。

今後も時代に沿っ
た適切なテーマで
実施していく。

今後、地域活動グ
ループの発足が
あれば支援する。

今後も年齢や性
別を問わず、幅広
い方が参加し楽し
める事業を実施す
る。6月のジャガイ
モ・11月のサツマ
イモ堀り体験は、
参加者から大変
好評をいただいて
おり、事業の継続
を検討する。

　今後も学習の成
果を発表する機会
を提供するととも
に、地域や学校と
の連携が図れるよ
うに支援する。

評価 A A A A A A - A A A B B A B

評価の根拠

今年度は、緊急修
繕が多くあったが、
その都度迅速な対
応を行った。
また、必要に応じて
掲示物を作成し、周
知するなどの対応を
した。

消防訓練では、公
民館職員だけでな
く、支所職員や図書
館職員が参加し、担
当者を振り分け、利
用者を交えた訓練
を実施した。

利用者からの問い
合わせや苦情等に
関して、職員間で必
ず情報共有をし、必
要に応じてマニュア
ルを作成するなど、
迅速・丁寧・適切な
対応を心掛けた。

自治会、社会福祉
協議会、青少年健
全育成会等の地域
団体と協議・連携を
し、地域に密着した
事業展開を図った。

稼働率の低い「調理
実習室」を活用した
事業を開催した。
アンケートや要望を
把握し、利用者が快
適に利用できるよ
う、備品の購入やマ
ニュアル作成など対
応を行った。

主に体育室や多目
的室（中）、多目的
室（大）の利用が増
えていると感じる。
また、地区住民を対
象とした事業を開催
することで、一般利
用の促進を図って
いる。 -

講座終了後にアン
ケートを実施してお
り、参加者のニーズ
に考慮した。
人気のある「クリス
マスケーキ作り教
室」の参加人数には
限りがあるため、昨
年度と同じメニュー
にして、昨年参加さ
れた方の申込み開
始日をずらすなどの
工夫をし、新規参加
者の向上を図った。

スポーツフェスタ岡
部を、体育部員と深
谷市老人クラブ連
合会岡部地区の協
力により開催した。
公民館まつりは、初
となる「おかべマル
シェ」が公民館まつ
りとコラボするほ
か、教養部員や登
録団体の協力によ
り開催した。

初となる、おかべマ
ルシェと公民館まつ
りのコラボ開催を
行った。
公民館まつりの芸
能発表で、岡部中
学校吹奏楽部に演
奏を披露していただ
いた。
また、岡部地区の青
少年健全育成会事
業として、おかべ幼
稚園・おかべ幼児
園、岡部地区小中
学校の作品展を実
施した。

親子参加事業として
「親子手作りピザ教
室」や、岡部地区の
小中学校ＰＴＡを対
象とした家庭教育学
級「親の学習」を開
催した。

人権研修会を２回
開催した。
また、登録団体に、
ミニアートギャラリー
の展示に協力して
いただいた。

「キッズサイエンス」
や新規事業となる
「親子バスツアー」を
開催した。
また、岡部地区障害
者施設にミニアート
ギャラリーの展示に
協力していただい
た。

活動の成果を発表
できる機会として、
「公民館まつり」を開
催した。
また、中学生の学習
支援として、テスト
期間中は空き室を
開放し、学習の場と
して提供した。

今後の課題

引き続き、事故防止
のため、施設・設備
の点検を継続的に
実施し、早期発見や
修繕に努める。

災害時に、迅速か
つ的確な対応が出
来るよう、定期的な
訓練実施を継続す
る。

引き続き、職員間で
情報共有をし、迅
速・丁寧・適切に対
応する。

引き続き、地域諸団
体との協議・連携
し、地域の実情に即
した事業の推進に
努める。

今年度は利用率が
昨年度に比べて高く
なっていると感じる。
引き続き、稼働率の
低い部屋の活用
や、利用者が快適
に利用できるよう努
める。

公民館だよりや館
内掲示、窓口での
周知に努める。

-

引き続き、講座終了
後にアンケートを実
施し、参加者のニー
ズを考慮する。
また、次年度は新規
事業を予定してい
る。

各種団体と連携をさ
らに強化するととも
に、多くの住民に参
画していただけるよ
う環境を整える。

引き続き、各種団体
と連携を取り、地域
の特色を生かした
事業展開に努める。

参加者の増加と内
容の充実を図るた
め、社会教育指導
員をはじめ関係者と
の調整を行い、開催
する。

地域で活動する団
体との連携と、支援
方法を検討する必
要がある。

年齢や性別を問わ
ず、障害のある方も
一緒に参加のでき
る事業を検討する
必要がある。

地域活動団体や保
育・幼稚園、小中学
校等との連携をさら
に深め、地域の一
体感を醸成していく
必要がある。

南公民館 53,745 53,820

岡部公民館 71,611 88,592



令和7年度　公民館自己評価表

　　　　　評価　＝　A　十分に達成している　　　B　ほぼ達成している　　　C　あまり達成していない　　　D　達成していない

②利用者への対応 ③地域の諸団体との連携 ⑤行政サービスの提供 ①講座の見直し ②事業への住民参画 ③地域の特色を生かした
事業の実施

④家庭教育学級の実施 ⑤地域活動ｸﾞﾙｰﾌﾟの支
援　（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ育成を含
む）

⑥青少年等を対象とした
事業の実施

⑦地域活動への支援

令和６年度 令和７年度

施設・設備の点検整備を
計画的に実施している
か?

災害時マニュアルを作成
するなど危機管理体制が
整っているか？

職員は利用者からの問い
合わせや苦情等に対して
適切に対応しているか？

地域コミュニティの主体的
な活動の拠点として、自
治会等地域の諸団体との
連携が図れているか？

各室の稼働率を向上させ
るための工夫を行ってい
るか？

公民館利用登録団体以
外の地区住民等の一般
の利用が図れているか？

行政センターのある公民
館については、サービス
を適切に提供している
か？

住民ニーズを把握し、講
座の見直しを行っている
か？

公民館の主催事業等の
企画や運営に公民館利
用者や住民が参画してい
るか？

それぞれの地区の特徴を
生かした事業を積極的に
取り入れているか？

公民館の設置の目的の１
つである家庭教育支援の
ための学習を行っている
か？

地域活動グループ（ボラ
ンティア育成を含む）の養
成のための講座や研修を
実施しているか？

青少年、高齢者、障害
者、乳幼児の保護者等の
参加を促す事業を行って
いるか？

学習の成果を、学校・地
域社会との連携に生かす
ことができるよう支援を
行っているか？

公民館名

年間利用者数
（人）

１　施設の管理・運営について ２　公民館事業について

評価項目

①施設の管理体制 ④利用の促進

評価 A A A A A A - B A A B A A A

評価の根拠

利用者の安全や事
故防止のため、毎
朝施設内の点検を
行い、早期発見に
努めている。カウン
ター上部、事務室内
に照明を追加し照
度環境を向上した。

「深谷市地域防災
計画」、「災害対策
初動マニュアル」を
作成している。ま
た、公民館、支所、
図書館職員を含め
消防訓練を年2回実
施している。

浴室や大広間での
救急対応が増え、
休日対応のシル
バー職員、浴室職
員を含め不慮の事
故等に迅速に対応
した。
また、利用者からの
問合せ（施設故障
等含む）には適宜対
応している。

自治会、福寿会、青
少年育成会、小中
学校と連携しスポー
ツ文化祭や公民館
まつり、ウォーキン
グ事業等を実施して
いる。

利用調整会議を実
施し、各団体が重複
しないよう調整し
た。また利用希望が
重なった場合は代
替可能な部屋の提
案をし、より多くの団
体が利用できるよう
調整した。

学習室、交流スト
リートは、地区内・
外の児童・生徒、学
生及び一般の方の
利用が大幅に増え
ている。また、まゆ
玉作りを始め、館内
にイベント報告コー
ナーを設置し来館
者へPRしている。

-

アンケートや聞き取
りを実施し、参加者
の意見やニーズを
把握し、事業に反映
している。

自治会や関係団体
（体育教養部員、世
代間交流委員、子
育て支援サークル
等）と連携し企画か
ら運営まで実行でき
た。6年ぶりにス
ポーツ文化祭も開
催できた。

子どもまつりやまゆ
玉作りなど川本の
特徴を活かした事
業を実施し、子ども
たちへ郷土文化の
継承を図っている。

家庭教育アドバイ
ザーを招き、保護者
を対象とした「親の
学級」を実施した。

自治会を対象とした
人権研修会を実施
した。また、防犯パト
ロール、子育てサ
ポーターの募集及
びボーイスカウトの
活動支援を行った。

乳幼児と保護者対
象のクリスマス会、
高齢者を対象に福
寿草大学など幅広
い年代が参加交流
できる事業を実施し
た。

日頃の公民館活動
の学習の成果の発
表の場として「公民
館まつり」を開催し
た。

今後の課題

法令点検含め、引き
続き日々の点検を
行い、不具合等の
早期発見に努める
必要がある。

災害時に迅速かつ
的確な対応ができ
るよう定期的な訓練
を継続していくととも
に、休日、夜間のシ
ルバー職員とも情
報共有と連携を図
り、適切な対応がで
きるよう努める必要
がある。

引き続き、利用者に
とって親身で分かり
やすい対応に努め、
苦情や緊急事態が
あれば適切かつ迅
速に対応する必要
がある。

地域の諸団体とより
一層の連携を図り、
円滑な事業の推進
に努める必要があ
る。

インターネット予約
やオンライン決済が
できる新予約システ
ムの周知を図り、よ
り一層の稼働率の
向上を図る必要が
ある。

事業の予告等の館
内掲示、公民館だよ
りや窓口でのPRを
より一層行い、一般
利用者の利用促進
を図る。 -

人気講座は継続し
つつ、新たな事業を
展開する必要があ
る。

今後も多くの地域住
民に参加していただ
けるよう公民館、関
係団体等の意見を
取り入れながら魅力
ある事業展開をして
いく必要がある

指導者の高齢化が
進んでいるため後
継者を育成しなが
ら、地域の伝統文化
を継承していけるよ
う事業を実施する必
要がある。

参加者を増やすた
め学校・PTAと連携
を図りながら内容や
開催時期を検討し
ていく必要がある。

地域で活動するグ
ループの把握に努
め、必要な支援や
養成方法など検討
していく必要があ
る。

事業によって参加
者数が少ないことも
あったため、より多く
の方が参加したくな
るような交流事業の
検討が必要である。

公民館利用団体等
の専門知識や技術
などを学校や地域
社会と連携させるし
くみが必要である。

評価 B A A A A A - A A B B B A A

評価の根拠

公民館の施設・設
備の点検を業者委
託により実施し、点
検結果により必要な
修繕を行った。今年
度は、雨漏り修繕、
庁舎裏北西休憩室
空調設備修繕、館
内照明器具交換、
調理室排水管清掃
等を行った。また、
施設管理として昨年
度に引き続き、樹木
剪定を実施した。

災害応急対策マ
ニュアルや花園公
民館消防計画に基
づく体制を整備し、
公民館利用者を含
めた訓練を実施し
た。また、避難所開
設手順書などにより
危機管理に備えた。
公民館職員と花園
総合支所職員の避
難所開設連絡網（ロ
ゴチャット）を作成
し、情報共有が円滑
に行えるようにし
た。

利用者からの問い
合わせは、適切に
対応を行った。また
今年度から、セルフ
モニタリングという
形で、利用者へ約
１ヶ月間のアンケー
ト調査を実施した。

各自治会をはじめ、
地域の各関係団体
や公民館の利用団
体と良好な関係を
保ち、各種事業の
実施や参加協力な
どの連携を図った。

施設内の整理整頓
や清潔さを保ち、利
用できる備品や貸
部屋の特徴など、丁
寧な説明により利用
の促進に努めた。ま
た、公民館事業や
公民館を利用した
講座などの活動状
況の情報を発信し、
施設利用の促進を
図った。今年度は、
積極的に深谷市の
公式LINEに公民館
事業の投稿を行い、
市内に広く周知する
など各教室等の定
員割れ解消に努め
た。

地区住民等の少人
数や個人の利用
は、スポーツ練習や
体操、ダンス、調理
や音楽活動、その
他会議などで利用し
ていただいた。ま
た、今年度から館内
に学習スペースを設
置し、地区住民の公
民館利用の促進を
図った。公民館利用
の問い合わせに対
しては丁寧な説明を
心掛けた。

-

各学級講座の終了
時にアンケートを実
施し、意見やニーズ
を把握し、実施内容
を工夫し実施でき
た。料理教室やお
菓子作り教室など、
好評な教室につい
ては、複数回実施し
た。

公民館事業の実施
にあたり、各団体等
の意見を反映させ
ながら企画を行っ
た。昨年度に引き続
き、地区体育祭と公
民館まつりを開催す
ることができ、自治
会や体育、教養部
員、公民館利用団
体等の多くの地域
住民に協力をいた
だくことができた。

地区名に代表され
る花や緑を扱った事
業を継続して実施し
た。また、公民館の
ガーデニングボラン
ティアの協力によ
り、施設内の花壇、
植栽等の整備を行
うことができた。

家庭教育学級とし
て、家庭教育アドバ
イザーを講師に招
き、保護者を対象と
した「親の学習」、親
子参加の事業として
「親子料理教室」を
実施した。

自治会役員を対象
とした人権教育研修
会等の実施及び公
民館ガーデニング
ボランティアの活動
とボランティアへの
花苗支援を行った。
また、地域の防犯活
動として青色防犯パ
トロールを実施する
にあたり、活動支援
を行った。

小学生対象の「夏
休みわんぱくランド」
事業や絵画教室、
高齢者対象の幸齢
者学級、乳幼児とそ
の保護者対象に七
夕まつりやクリスマ
ス会等を実施した。
また、公民館まつり
において、障害者の
かたに作品展示に
参加していただい
た。今年度について
は、福祉施設との交
流事業として、花園
地区社会福祉協議
会主催による「風船
バレーボール大会」
を実施した。

公民館利用団体等
が日頃の学習や活
動成果を発表できる
場として「公民館ま
つり」を開催した。公
民館まつりの作品
展示では、小・中学
校の児童生徒の作
品も展示し、多くの
かたに見てもらうこ
とができた。

今後の課題

不具合等の発生が
増加しているため、
施設・設備の状況を
よく把握し、計画的
なメンテナンスを必
要とするが、修繕を
必要とする場合は
利用者への影響を
考慮し、迅速に対応
する必要がある。

避難訓練は継続し
て実施する必要が
ある。また、災害時
の行動について、休
日、夜間でも迅速、
的確に対応ができ
るよう職員間の情報
共有を図り、準備し
ておく必要がある。

休日、夜間のシル
バー職員とも情報
共有、連携を密に
し、適切で丁寧な対
応に努めていく。ま
た、セルフモニタリ
ングで得られた意見
を反映させていく。

引き続き、各種団体
等との協力体制、連
携を図りながら、地
域コミュニティの推
進に務める。

引き続き、各種講座
や公民館事業にお
いて、公民館の利
用方法や特徴など
を積極的にPRし、新
たな団体の立ち上
げや個人利用に繋
がる情報を提供す
る必要がある。

引き続き、公民館だ
よりや館内掲示、窓
口での利用促進を
図るとともにSNSな
どを利用した情報発
信もおこない、広く
一般の方が利用で
きるよう適切な対応
に努める。

-

今後もアンケートな
どを参考にニーズに
合った講座を企画
し、満足度の高い講
座を開催したい。

今後も関係役員、団
体等の参画が必要
であり、良好な協力
体制を整えておく必
要がある。

引き続き、地域の文
化や自然等の地域
資源活用を念頭に、
特色ある事業展開
を検討する必要が
ある。

ここ数年、参加対象
者を絞って「親の学
習」を実施している。
多くの保護者が参
加できるような内容
の充実、実施時期
や開催方法を検討
する必要がある。

地域活動グループ
の把握に努め、活
動支援の方法等を
検討していく必要が
ある。

年齢や性別を問わ
ず、幅広く参加で
き、交流できる事業
の検討が必要であ
る。

活動成果を発表で
きる機会が減少して
いるため、公民館事
業だけでなく、発表
できる機会があれ
ば、積極的に情報
提供を行っていく必
要がある。

川本公民館 97,859 99,911

花園公民館 44,875 51,632


